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　新しい元号にはまだ慣れていません。パソコンで
「れいわ」と入力しても「令和」とは変換されませ
んが、心地よい響きの新元号を嬉しく思います。
　老健で仕事をしていると、書類作成などで利用
者様の生年月日を記すことが頻繁にあります。10
年ほど前は明治生まれの方は結構いましたが、こ
こ数年お見かけしなくなりました。あと10年もす
ると大正生まれの方も少なくなるでしょう。一方
で超高齢化はますます進み、「人生100年時代」「70
歳まで働く時代」「2025年問題」「老後2000万円不足」
など様々な言葉が飛び交っています。政府のスタ
ンスはともかくとして、医学の発展のおかげで寿命が延びたのは大変素晴らしいこと
です。そして高齢になっても健康でいることが、今まで以上に重要な時代になってき
ました。
　私は医者になって最初の13年間は消化器外科医でした。過酷な労働からくるストレ
スで暴飲暴食に走り、29才の時（医学部卒後５年目）には体重93キロのメタボ外科医
になっていました。ふとしたキッカケでランニングに巡り合い、心身の健康を取り戻
しましたが、そうでなければ今頃生活習慣病のデパートになっていたと思います。
　規則正しい生活、バランスのとれた食事、適度な運動、遣り甲斐のある仕事、自分
を活き活きとさせてくれる趣味、健全でストレスのない社会活動、そう云った生活環
境を整えることは大変なことかもしれません。少しずつでも前に進んでいこうといつ
も考えています。老健職員が元気でいることが、日本の超高齢化社会を支える礎です。
そして自分たちが年をとった時に、元気な高齢者になれればと思います。「心身の健康」
は、自分の努力で獲得するものなのです。
　個人的なハナシになりますが、令和になって10日目に第３子を授かりました。54才
で産まれた子どもが独り立ちするまで、アクティブに社会活動を続けるのが私の目標
です。

令和の時代を迎えて

山梨県老人保健施設協議会 会長

福 田　六 花 氏
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　令和元年５月19日（日）北杜市長坂総合
スポーツ公園において「第11回職員交流ソ
フトボール大会」を12施設11チーム総勢約
200名の参加のもと開催いたしました。
　吹く風も夏めく５月の新緑のなか、仲間の
声援を受け各試合とも力戦となりました。成
績は次の通りです。選手の皆さん応援の皆さ
んお疲れ様でした。

― 気合十分のバッター ―

― 選手宣誓 ―

トーナメント表
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2019年10月1日より

介護職員等特定処遇改善加算が始まります
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